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G-Call 光ネットソフトウェアの設定およびご利用ガイドについて

本設定およびご利用ガイドは、G-Call 光ネットサービスのご利用にあたって、下記ソフトウェアの設定方法
を記載しています。

なお、弊社では動作保証をしておりませんので、ソフトウェアによっては、メーカーによるサポートが終了した
ことにより、脆弱性等への対応が行われなくなっている場合があります。

最新の情報等について詳しくは、各メーカーにお問い合わせください。
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ブロードバンドルーターでの設定が必要になります。ブロードバンドルーターはメーカーや
型式により設定画面、設定箇所等が異なります。詳しい設定方法は、メーカーの説明書を
ご覧いただくか、直接メーカーへお問合せください。

・複数のパソコンでご利用の方
・ブロードバンドルーターを使用して接続されている方
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～ Windows 7の設定方法（PPPoE接続）～

STEP1：
スタートメニューから[コントロールパネル]をクリックします。

STEP2：
[ネットワークとインターネット]をクリックします。

STEP3：
[ネットワークと共有センター]をクリックします。

STEP4：
[新しい接続またはネットワークのセットアップ]をクリックし
ます。

～ Windows 7の設定方法（PPPoE接続）～
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STEP5：
[インターネットに接続します]をクリックします。

STEP6：
[ブロードバンド（PPPoE）（R）]をクリックします。

STEP7：
以下のように設定をし[接続（C）]をクリックします。

STEP8：
接続が成功すると「インターネットに接続されています」と
表示されます。[閉じる（C）]をクリックします。

任意の名前（例：GCall）接続名（N）

お客様の接続パスワードパスワード（P）

お客様の接続ID
（例：tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp
または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

ユーザー名（U）

設定完了！

～ Windows 7の設定方法（PPPoE接続）～
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STEP1：
スタートメニューから［接続先］をクリックします。

STEP2：
［接続またはネットワークをセットアップします］をクリックします。

STEP3：
［インターネットに接続します］を選択し、［次へ（N）］をクリック
します。

STEP4：
［ブロードバンド（PPPoE）（R）］をクリックします。

～ Windows Vistaの設定方法（PPPoE接続）～

～ Windows Vistaの設定方法（PPPoE接続）～
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STEP5：
以下のように設定をし、［接続（C）］をクリックします。

STEP6：
接続が成功すると、「インターネットに接続されています」と
表示されます。［閉じる（C）］をクリックします。

接続に失敗すると、「インターネット接続テストに失敗しました」
と表示されます。この場合は、「～Windows Vistaでうまく接続
できない場合～」へ。

STEP7：
ネットワーク場所の設定を行います。ただし、既に設定されて
いる場合は表示されませんのでSTEP8へ。

「家庭」「職場」「公共の場所」から選択します。

STEP8：
「ネットワーク設定が正しく設定されました」と表示されたら、
［閉じる（C）］をクリックします。

任意の名前（例：GCall）接続名（N）

お客様の接続パスワードパスワード（P）

お客様の接続ID
（例：tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp
または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

ユーザー名（U）

設定完了！

～ Windows Vistaの設定方法（PPPoE接続）～
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～ Windows Vistaでうまく接続できない場合 ～
○インターネット接続テストに失敗した場合

STEP1：
接続に失敗すると、「インターネット接続テストに失敗しました」
と表示されます。この場合は、［接続をセットアップします（S）］を
クリックします。

STEP2：
「インターネットへの接続をする準備ができました」と表示された
ら、［閉じる（C）］をクリックします。

○それでも接続できない場合

STEP1：
スタートメニューから［接続先］をクリックします。
作成した接続（例：GCall）を選択し、［接続（C）］をクリックします。

STEP2：
［プロパティ（O）］をクリックします。

～ Windows Vistaでうまく接続できない場合 ～
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STEP3：
作成した接続（例：GCall）のプロパティが開きます。［オプショ
ン］タブをクリックし［PPP設定（G）］をクリックします。

STEP4：
「LCP拡張を使う（E）」のチェックを外し、［OK］をクリックします。

STEP5：
［ネットワーク］タブをクリックします。
［インターネットプロトコル バージョン 4（TCP/IPv4）］を選択し、
［プロパティ（R）］をクリックします。

STEP6：
以下のように設定をし、［OK］をクリックします。

作成した接続のプロパティ画面に戻るので［OK］をクリックします。

それでも接続が出来ない場合はG-Callまでお問合せください。
TEL：0120-979-256（月～金、9:00～17:00）

東日本エリア：210.130.1.1
西日本エリア：210.130.0.1

優先DNSサーバー（P)

東日本エリア：210.130.0.1
西日本エリア：210.130.1.1

代替DNSサーバー（A）

チェックを入れます次のDNSサーバーのアドレスを使う（E）

チェックを入れますIPアドレスを自動的に取得する（O）

～ Windows Vistaでうまく接続できない場合 ～



8

STEP1：
スタートメニューから［コントロールパネル］をクリックします。

STEP2：
［ネットワークとインターネット接続］をクリックします。

※右記画面と異なる（クラッシック表示になっている）場合、
［ネットワーク接続］をクリックします。

STEP3：
［インターネット接続のセットアップや変更を行う］をクリック
します。

STEP4：
「インターネットのプロパティ」が開きますので、［接続］タブの
［セットアップ］をクリックします。

既にインターネットのセットアップがされている場合は、
STEP7へ。

～ Windows XPの設定方法（PPPoE接続）～

～ Windows XPの設定方法（PPPoE接続）～
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STEP5：
以下のように設定をし、［OK］をクリックします。

STEP6：
設定が正しいことを確認し、［OK］をクリックします。

STEP7：
「新しい接続ウィザード」が開きますので、［次へ（N）］を
クリックします。

STEP8：
［インターネットに接続する（C）］を選択し、［次へ（N）］を
クリックします。

お客様の市外局番（例：03）市外局番／エリアコード（C）

日本を選択国名／地域名（W）

～ Windows XPの設定方法（PPPoE接続）～
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STEP9：
［接続を手動でセットアップする（M）］を選択し、［次へ
（N）］をクリックします。

STEP10：
［ユーザー名とパスワードが必要な広帯域接続を使用して
接続する（U）」を選択し、［次へ］（N）をクリックします。

STEP11：
ISP名は任意の名前（例：GCall）を入力し、［次へ（N）］を
クリックします。

STEP12：
以下のように設定をし、［次へ（N）］をクリックします。

STEP13：
［完了］をクリックします。
接続に成功すると、タクストレイにインジケータが表示さ
れます。

任意の名前（例：GCall）パスワードの確認入力（C）

お客様の接続パスワードパスワード（P）

お客様の接続ID
（例：tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp
または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

ユーザー名（U）

設定完了！

～ Windows XPの設定方法（PPPoE接続）～
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STEP1：
スタートメニューの［接続］から作成した接続（例：GCall）をク
リックします。

STEP2：
「プロパティ（O）」をクリックします。

STEP3：
［ネットワーク］タブをクリックし、作成する広域帯接続の種
類（B）を［PPPoE（Point to Point Protocol over Ethernet）］
に選択し、［設定（S）］をクリックします。

STEP4：
「LCP拡張を使う（E）」と「ソフトウェアによる圧縮を行う（N）」
のチェックを外し、［OK］をクリックします。

～ Windows XPでうまく接続できない場合 ～

～ Windows XPでうまく接続できない場合 ～
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STEP5：
［インターネットプロトコル（TCP/IP）］を選択し、［プロパティ
（R）］をクリックします。

STEP6：
以下のように設定をし、［OK］をクリックします。

作成した接続のプロパティ画面に戻るので、［OK］をクリック
します。

それでも接続が出来ない場合はG-Callまで問合せください。
TEL：0120-979-256（月～金、9:00～17:00）

東日本エリア：210.130.1.1
西日本エリア：210.130.0.1

優先DNSサーバー（P)

東日本エリア：210.130.0.1
西日本エリア：210.130.1.1

代替DNSサーバー（A）

チェックを入れます次のDNSサーバーのアドレスを使う（E）

チェックを入れますIPアドレスを自動的に取得する（O）

～ Windows XPでうまく接続できない場合 ～
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STEP1：
フレッツ接続ツールのアイコンをダブルクリックします。

STEP2：
［新規プロファイルの作成］をダブルクリックします。

STEP3：
新しいプロファイル名を入力します。任意の名前（例：
GCall）を入力し、［次へ］をクリックします。

STEP4：
以下のように設定をし、［次へ］をクリックします。

～ フレッツ接続ツール（NTT東日本）の設定方法～

お客様の接続パスワードパスワードの再入力

お客様の接続パスワードパスワード

お客様の接続ID
（例：tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp
または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

ユーザー名

～ フレッツ接続ツール（NTT東日本）の設定方法 ～
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STEP5：
左記の画面が表示されますので、［完了］をクリックします。

STEP6：
作成したプロファイルのアイコン（例：GCall）を右クリックし、
［プロパティ（P）］をクリックします。

STEP7：
［TCP］タブをクリックします。以下のように設定し、［OK］を
クリックします。

210.130.0.1セカンダリDNS

210.130.1.1プライマリDNS

チェックを入れます
リモートネットワークのデフォルト
ゲートウェイを使用します

チェックを入れますDNS/NBNSサーバーアドレスを指定

チェックを入れますIPアドレスを自動的に取得

設定完了！

～ フレッツ接続ツール（NTT東日本）の設定方法 ～
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STEP1：
フレッツ接続ツールのアイコンをダブルクリックします。

STEP2：
［新規プロファイルの作成］をダブルクリックします。

STEP3：
新しいプロファイル名を入力します。任意の名前（例：
GCall）を入力し、［次へ］をクリックします。

STEP4：
以下のように設定をし、［次へ］をクリックします。

～ フレッツ接続ツール（NTT西日本）の設定方法 ～

お客様の接続パスワードパスワードの再入力

お客様の接続パスワードパスワード

お客様の接続ID
（例：tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp
または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

ユーザー名

～ フレッツ接続ツール（NTT西日本）の設定方法 ～
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STEP5：
左記の画面が表示されますので、［完了］をクリックします。

STEP6：
作成したプロファイルのアイコン（例：GCall）を右クリックし、
［プロパティ（P）］をクリックします。

STEP7：
［TCP］タブをクリックします。以下のように設定をし［OK］を
クリックします。

210.130.1.1セカンダリDNS

210.130.0.1プライマリDNS

チェックを入れます
リモートネットワークのデフォルト
ゲートウェイを使用します

チェックを入れますDNS/NBNSサーバーアドレスを指定

チェックを入れますIPアドレスを自動的に取得

設定完了！

～ フレッツ接続ツール（NTT西日本）の設定方法 ～
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STEP1：
アップルメニューから［システム環境設定］をクリックします。

もしくはDockから［システム環境設定］をクリックします。

STEP2：
［ネットワーク］をクリックします。

STEP3：
ネットワーク環境の［自動］を選択し、［＋］をクリックします。

STEP4：
以下のように設定をし、［作成］をクリックします。

～ Mac OS X v10.5の設定方法 ～

PPPoEサービス名

EthernetEthernet

PPPoEインターフェイス

～ Mac OS X v10.5の設定方法 ～
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STEP5：
以下のように設定をし、［詳細］をクリックします。

STEP6：
［DNS］タブをクリックします。

STEP7：
以下のように設定をし、［OK］をクリックします。

STEP8：
［適用］をクリックし、画面を閉じます。

チェックを入れますパスワードを記憶

お客様の接続パスワードパスワード

チェックを入れておくと、メニューバーに接続
状況を示すアイコンが表示され、接続状況
を確認できます。

メニューバーに PPPoE の
状況を表示

お客様の接続ID
（例：tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp
または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

アカウント名

任意の名前（例：GCall）を入力PPPoEサービス名

東日本エリア：210.130.1.1
210.130.0.1

西日本エリア：210.130.0.1
210.130.1.1

DNSサーバ

設定完了！

～ Mac OS X v10.5の設定方法 ～
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※ブロードバンドルーターをご利用の場合は、メーカーにより設定画面、設定箇所等が異なります。
ここでは設定値のみご案内いたします。詳しい設定方法は、メーカーの説明書をご覧いただくか、
直接メーカーへお問合せください。

STEP1：
以下の設定値をブロードバンドルーターに設定してください。

～ 市販の接続機器（ブロードバンドルーター）の設定方法 ～

自動取得WAN側IPアドレス

お客様の接続パスワードパスワード

お客様の接続ID
（例：tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

接続ID

自動取得DNSサーバーアドレス

PPPoE接続方式

設定値
設定項目
（機器により項目名が異なる場合があります）

～ 市販の接続機器（ブロードバンドルーター）の設定方法 ～
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STEP1：
スタートアップツールアイコンをダブルクリックします。

※スタートアップツールをインストールしていない場合は、CTU
に接続後、ブラウザーのアドレス欄に
https://ctu.fletsnet.com を入力し、STEP4へ。

STEP2：
［設定］をクリックします。

STEP3：
［CTU設定］をクリックします。

STEP4：
ブラウザーが起動し、「ログイン画面」が表示されます。
NTT西日本から送付された「お申込内容のご案内」に記載し
てある［お客様ID］と［アクセスパスワード］を入力し、
［ログイン］をクリックします。

～ フレッツ・光プレミアムで接続の方（CTUの設定方法）～

～ フレッツ・光プレミアムで接続の方（CTUの設定方法）～
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STEP5：
ログインが成功したら、左のメニューリストから
［簡単設定］をクリックします。

STEP6：
以下のように設定し、［OK］をクリックします。

STEP7：
CTU設定のトップ画面に戻りますので、［設定反映］を
クリックします。
確認画面が表示されますので、［OK］をクリックします。

STEP8：
処理完了画面が表示されましたら［戻る］をクリックします。
CTU設定のトップ画面に戻りますので、ログアウトをクリック
します。

お客様の接続パスワード接続パスワード

お客様の接続ID（例：
tbnXXXXXXXX@bnXX.iij.ad.jp
または tbdXXXXXXXX@iij.ad.jp）

接続ユーザ名

任意の名前（例：GCall）を入力接続先名

設定完了！

～ フレッツ・光プレミアムで接続の方（CTUの設定方法）～


